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解 答                                  

 

□1  (1) 3             (2) 5
13

21
            (3) 5 

□2  (1) 250(m)          (2) 3780(円)         (3) 42(才)         (4) 
76

225
 (倍) 

  (5) 9450(円)         (6)  750             (7) 50.24(cm)       (8) 
2

21
 (倍) 

□3  (1) 7：3            (2) 244(㎠) 

□4  (1) 5(分後)          (2) 2240(m)   

□5  (1) 3(個)             (2) 1(個)、4(個)、7(個)、10(個)    

□6  (1) 3(倍)            (2) 84(㎠)          (3)  12(㎠)           

□7  (1) 12.5             (2)  45
5

6
 (cm)             

□8  (1) 4800(m)          (2) 60(分)          (3) 2700(m) 

 

配 点 

各 8点  ※□5  (2)は、すべてできて得点  

 

解 説 

□2  

(1) かずき君とはると君が同じ時間に走る道のりの比は、速さの比と同じ 6：5です。 

よって、かずき君が 1500mを走る間に、はると君は、 

1500×
5

6
 ＝1250（m） 

より、1250mを走ります。 

よって、かずき君がゴールしたとき、はると君はゴールまであと、 

1500－1250＝250（m） 

より、250mのところにいます。 
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(2) 兄と弟の所持金の差 1620円が、比の差の(7－4＝)3にあたります。 

よって、兄の所持金は、 

1620×
7

3
 ＝3780（円） 

より、3780円です。 

 

(3) 6年前の父とかおりさんの年令の和が 44才であったことから、現在の 2人の年令の和は、 

44＋6×2＝56（才） 

より、56才です。 

現在の父の年令を○3 、かおりさんの年令を○1 とすると、(○3 ＋○1 ＝)○4 が 56才にあたるため、現 

在の父の年令は、 

56×
3

4
 ＝42（才） 

より、42才です。 

 

(4) 三角形 ABCの面積を 1とすると、三角形 ADF、三角形 BED、三角形 CEFの面積はそれぞれ下の 

ように表すことができます。 

1

1＋4
 ×

5

5＋4
 ＝

1

9
 …三角形 ADFの面積 

4

4＋1
 ×

3

3＋7
 ＝

6

25
 …三角形 BEDの面積 

7

7＋3
 ×

4

4＋5
 ＝

14

45
 …三角形 CFEの面積 

よって、三角形 DEFの面積は三角形 ABCの面積の、 

1－(
1

9
 ＋

6

25
 ＋

14

45
 )＝

76

225
 （倍） 

より、
76

225
 倍です。 

 

 

(5) 姉が妹にお金をあげても、2人の所持金の合計は 

変わりません。 

右のように、2人の所持金の合計を、(1＋7＝)8 

と(1＋5＝)6の最小公倍数である○24にそろえる 
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と、姉の所持金の差、(○21－○20＝)○1 、妹の所持金の差、(○4 －○3 ＝)○1 が 450円にあたります。 

よって、姉のはじめの所持金は、 

450×21＝9450（円） 

より、9450円です。 

 

(6) 右のようにグラフの中に Aから Gまでの記号を書 

き入れると、三角形 AGC と三角形 FECが相似とな 

り、相似比は、 

AG：FE＝15：(36－27)＝15：9＝5：3 

より、5：3なので、AC：CF＝5：3となります。 

三角形 ABCと三角形 ADF も相似となるため、 

  AB：BD＝AC：CF＝5：3 

より、AB：BD＝5：3となることから、ABの長さは、 

  1200×
5

5＋3
 ＝750（m） 

より、750mとなるため、アには 750が入ります。 

 

 

(7) 点 Oが動いたあとの線は下の図の太線のようになります。 

 

 

 

 

 

 

この太線を P、Q、Rの 3つの部分に分けると、それぞれの部分の長さは以下のようになります。 

 P…半径 8cm、中心角 90度のおうぎ形の弧の長さ 

 Q…半径 8cmの半円の弧の長さ 

 R…半径 8cm、中心角 90度のおうぎ形の弧の長さ 

よって、長さの合計は、 

  8×2×3.14×
90＋180＋90

360
 ＝16×3.14＝50.24（cm） 

より、50.24cmとなります。 
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(8) 右の図で、正六角形 BCDEFGを点線のように 6つの正三角形に区 

切ると、五角形 ACDEFの面積は正三角形 ABGの、 

1＋6＝7（倍） 

より、7倍です。 

また、BGと DEが平行であることから、三角形 AHIと三角形 ADE 

は相似で、三角形 AHIの高さは 

正三角形 ABGの高さと等しく、三角形 ADEの高さ（正三角形 3個 

分）は三角形 ABGの高さの 3倍なので、三角形 AHIと三角形 ADE 

の相似比は、1：3となります。 

よって、HI：BGは、 

HI：BG＝HI：DE＝1：3 

より、1：3です。 

さらに、三角形 EHIの高さ（正三角形 2個分）は、三角形 ABGの高さの 2倍となります。 

三角形 ABGと三角形 EHIについて、底辺の長さの比は 3：1、高さの比は 1：2であることから、三 

角形 ABGと三角形 EHIの面積の比は、 

(3×1)：(1×2)＝3：2 

より、3：2です。 

三角形 ABGの面積と五角形 ACDEFの面積の比は、 

1：7なので、右のように三角形 EHIの面積と五角 

形 ACDEFの面積の比は、2：21となります。 

以上より、三角形 EHIの面積は、五角形 ACDEFの 

面積の、 

  2÷21＝
2

21
 （倍） 

  より、
2

21
 倍です。 

 

□3  

(1) DFと FEの長さの比は、三角形 CDFと三角形 CEFの面積の比と等しくなります。 

三角形 CEFの面積は、(三角形 CDEの面積)－(三角形 CDFの面積)で求められるので、 

12×20÷2－84＝36（㎠） 

より、36㎠となります。 

よって、DFと FEの長さの比は、 

DF：FE＝84：36＝7：3 

より、7：3です。 
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(2) ADと BCが平行であることから、三角形 AFDと三角形 CFEは相似となり、(1)より相似比は、 

AD：CE＝DF：EF＝7：3 

より、7：3となります。 

ADの長さは、 

12×
7

3
 ＝28（cm） 

より、28cmです。 

四角形 ABEFの面積は、(三角形 ABCの面積)－(三角形 

CEFの面積)で求められるので、 

28×20÷2－36＝244（㎠） 

より、244㎠となります。 

 

□4  

(1) 秋子さんと姉が、家から公園までの道のりを進むのにかかる時間の比が、 

36：20＝9：5 

より、9：5であることから、秋子さんと姉が家から P地点まで進むのにかかる時間の比も 9：5と 

なります。 

この差が 4分にあたるので、姉が家から P地点まで進むのにかかる時間、つまり P地点で秋子さ 

んに追いついた時間は、 

4×
5

9－5
 ＝5（分後） 

より、5分後となります。 

 

(2) 秋子さんと、公園から引き返した姉が出会うまでの様子は下の図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

秋子さんと姉が同じ道のりを進むのにかかる時間の比が 9：5 であることから、2 人の速さの比は、 

1

9
 ：

1

5
 ＝5：9 

より、5：9となり、P地点から Q地点までに 2人がそれぞれ進んだ道のりの比も 5：9となります。 
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2人が進んだ道のりを図のように○5 、○9 とすると、P地点から公園までの道のりは、 

(○5 ＋○9 )÷2＝○7  

より、○7 となり、Q地点から公園までの道のりは、 

○7 －○5 ＝○2  

より、○2 となります。 

この○2 が 480mにあたるので、P地点から公園までの道のりは、 

480×
7

2
 ＝1680（m） 

より、1680mです。 

姉が家から P地点まで進むのにかかる時間は、(1)より 5分なので、P地点から公園までは、 

20－5＝15（分） 

より、15分かかります。 

よって、姉の速さは、 

1680÷15＝112（m/分） 

より、分速 112mです。 

以上より、家から公園までの道のりは、 

1120×20＝2240（m） 

より、2240mです。 

 

□5     

(1) 20個のうち、おかし Cを 7個買ったので、おかし Aとおかし Bを合わせて、 

20－7＝13（個） 

より、13個買って、代金の合計が、 

4020－260×7＝2200（円） 

より、2200円となります。 

よって、つるかめ算より、おかし Bは、 

    (2200－160×13)÷(200－160)＝120÷40＝3（個） 

より、3個買いました。 
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(2) 20個すべて、おかし A を買ったとした場合の代金の合計は、 

160×20＝3200（円） 

より、3200円となり、実際の代金の合計とは、 

4020－3200＝820（円） 

より、820円の差があります。 

おかし A 1個を、おかし B 1個、おかし C 1個に置きかえると、それぞれ、 

200－160＝40（円） …おかし B 1個に置きかえた場合 

260－160＝100（円）…おかし C 1個に置きかえた場合 

より、それぞれ 40円、100円高くなります。 

ここで、買ったおかし Bの個数を b個、おかし Cの個数を c個とすると、 

40×b＋100×c＝820 

という式が成り立ちます。 

この式全体を 20で割ると下のような式になります。 

2×b＋5×c＝41 

この式を満たす（b、c）の組合せについて、(1)の結果から、（3、7） 

があてはまります。 

ここから bを 5増やして、cを 2こ減らすとで、式が成り立つ 

（b、c）の組合せを求めることができます。 

そこに Aの個数も含めて書きだすと、右のようになります。 

以上より、考えられる Aの個数は、1個、4個、7個、10個です。 

 

□6   

(1) CD：DB＝1：2より、三角形 DBHの面積は、 

(三角形 DBHの面積)＝(三角形 CDHの面積)×2＝4×2＝8（㎠） 

より、8㎠です。 

AF：FB＝2：1より、(三角形 CHAの面積)：(三角形 CHBの面積)＝2：1となります。 

（図 1）の通り、三角形 CHBの面積は、 

(三角形 CHBの面積)＝(三角形 CDHの面積)＋(三角形 DBHの面積) 

＝4＋8 

＝12（㎠） 

より、12㎠であることから、三角形 CHAの面積は、 

12×2＝24（㎠） 

より、24㎠です。 

以上より、 

  24÷8＝3（倍） 

より、三角形 CHAの面積は三角形 DBHの面積の 3倍となります。 
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(2) 三角形 ADCの面積は、 

   (三角形 CDHの面積)＋(三角形 CHAの面積)＝4＋24＝28（㎠） 

 より、28㎠です。 

 CD：BC＝1：3より、三角形 ABCの面積は、 

   28×3＝84（㎠） 

 より、84㎠となります。 

  

(3) Aと Gを結ぶと、CE：EA＝2：1より、(三角形 BGCの面積)：(三角形 BGA の面積)＝2：1とな

ります。 

  AF：FB＝2：1より、(三角形 AFGの面積)：(三角形 BFGの面積)＝2：1となることから、 

   (三角形 BFGの面積)＝(三角形 BGAの面積)×
1

3
  

                         ＝(三角形 BGCの面積)×
1

2
 ×

1

3
  

             ＝(三角形 BGCの面積)×
1

6
  

 より、（図 2）の通り、(三角形 BGCの面積) ：(三角形 BFGの面積)＝6：1となります。 

 AF：FB＝2：1より、三角形 BFCの面積は、 

   84×
1

3
 ＝28（㎠） 

 より、28㎠となるため、三角形 BGCの面積は、 

   28×
6

6＋1
 ＝24（㎠） 

 より、24㎠です。 

同じように Cと Iを結ぶと、BD：DC＝2：1より、 

(三角形 AIBの面積)：(三角形 AICの面積)＝2：1となります。 

  CE：EA＝2：1より、(三角形 CEIの面積)：(三角形 AEIの面積) 

＝2：1となることから、 

   (三角形 AEIの面積)＝(三角形 AICの面積)×
1

3
  

                         ＝(三角形 AIBの面積)×
1

2
 ×

1

3
  

             ＝(三角形 AIBの面積)×
1

6
  

 より、(三角形 AIBの面積) ：(三角形 AEIの面積)＝6：1となります。 

 CE：EA＝2：1より、三角形 AEBの面積は、 
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   84×
1

3
 ＝28（㎠） 

 より、28㎠となるため、三角形 AIBの面積は、 

   28×
6

6＋1
 ＝24（㎠） 

 より、24㎠です。 

 これまで求めた面積を整理すると以下の通りとなります。 

   三角形 ABC＝84㎠ 

   三角形 CHA＝24㎠ 

   三角形 BGC＝24㎠ 

   三角形 AIB＝24㎠ 

 よって、（図 3）の通り、三角形 GHIの面積は、 

   84－(24×3)＝12（㎠） 

 より、12㎠となります。 

  

□7   

(1) 下のグラフの点 Pは、正方形と三角形 ABCが（図 1）のように重なったとき（三角形 ABCの点 

Bが正方形の 1つの頂点と重なったとき）、点 Qは（図 2）のように重なったとき（三角形 ABCの 

点 Aが正方形の 1つの辺と重なったとき）、点 Rは（図 3）のように重なったとき（三角形 ABCの 

点 Cが正方形の 1つの頂点と重なったとき）となります（すべて影の部分が重なりです）。 
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正方形が移動し始めてから 8秒後に正方形と三角形 ABCが重なった部分は（図 2）のようになるた 

め、正方形が移動する速さは、 

16÷8＝2（cm/秒） 

より、秒速 2cmです。 

移動し始めてからア秒後に正方形と三角形 ABCが重なった部分は（図 3）のようになるため、 

(16＋9)÷2＝12.5（秒） 

より、アにあてはまる数は 12.5です。 

 

(2) 正方形が移動し始めてから 10秒後に、BF、FC、BE の長さは 

それぞれ、 

  BF＝2×10＝20（cm） 

  CF＝9＋16－20＝5（cm） 

BE＝20－15＝5（cm） 

より、BF＝20cm、FC＝5cm、BE＝5cmとなり、正方形と 

三角形 ABCが重なった部分は、（図 4）のようになります。 

AIと GFが平行であることから、三角形 JCFと三角形 ACI 

は相似になり、相似比は、 

CF：CI＝5：9 

より、5：9です。 

よって、JF、JAの長さはそれぞれ、 

JF＝12×
5

9
 ＝

20

3
 （cm） 

JA＝15×
9－5

9
 ＝

20

3
 （cm） 

  JF＝
20

3
 cm、JA＝

20

3
 cmとなります。 

また、AIと DEが平行であることから、三角形 HBE と三角形 ABIは相似になり、相似比は、 

BE：BI＝5：16 

より、5：16です。 

よって、HE、AHの長さはそれぞれ、 

HE＝12×
5

16
 ＝

15

4
 （cm） 

AH＝20×
16－5

16
 ＝

55

4
 （cm） 

  HE＝
15

4
 cm、AH＝

55

4
 cmとなります。 

以上より、正方形が移動し始めてから 10秒後に、正方形と三角形 ABCが重なった部分の周りの長 
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さは、 

  
20

3
 ×2＋15＋

15

4
 ＋

55

4
 ＝

275

6
 ＝45

5

6
 （cm） 

より、45
5

6
 cmとなります。 

 

□8   

(1) 夏子さんと冬子さんの速さの比が 8：7 

 であることから、2人が初めてすれ違うま 

でに夏子さんと冬子さんが進む道のりの比 

は、8：7となります。 

よって、右の（図 1）のように、2人が初 

めてすれ違うのは、 

9000×
8

8＋7
 ＝4800（m） 

より、P地点から 4800mの地点です。 

 

(2) 夏子さんと冬子さんの速さの比が 7：4であることから、2人が PQ間を進む時間の比は、 

1

7
 ：

1

4
 ＝4：7 

より、4：7になるため、2人が進む様子は右の（図 2） 

のようになります。 

（図 2）で夏子さんが休けいした時間は、 

○7 ×2－○4 ×2＝○6  

より、○6 となり、(○4 ＋○6 ＝)○10が 100分にあたること 

がわかります。 

よって、夏子さんが休けいした時間は、 

100×
6

10
 ＝60（分） 

より、60分です。 

 

(3) 夏子さんが PQ間を進むのにかかる時間は、 

   100－20＝80（分） 

 より、80分です。 
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速さの比が 3：2であることから、夏子さんと冬子さんが PQ間を進む時間の比は、 

   
1

3
 ：

1

2
 ＝2：3 

 より、2：3となり、冬子さんが PQ間を進むのにかかる時間は、 

80×
3

2
 ＝120（分） 

 より、120分になるため、2人が進む様子は（図 3）のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （図 3）で影をつけた 2つの三角形は相似であり、相似比は、 

   (240－100)：(180－120)＝140：60＝7：3 

 より、7：3となります。 

グラフの RS：TSも 7：3となるので、夏子さんと冬子さんが 2回目にすれ違うのは、 

9000×
3

7＋3
 ＝2700（m） 

より、P町から 2700mの地点です。 


